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【A】

①・メンタルヘルスに関する啓発資料の配布について、引き続き
　わかりやすさや活用のしやすさを考慮したセルフケア及び健康
　相談に関する資料の選定を継続
  ・ヘルスアップセミナーについて、引き続き活用事例を示す等、
　会場数の増加に向けた周知方法の工夫改善を継続
　・メンタルヘルスセミナーの内容について、教職員に対しては
　メンタルヘルスマネジメントの方法についての説明、管理職に
　対しては職場復帰訓練の進め方についての説明を実施

①教職員の病気休職者の中で「心の病」を原因とする休職者の割
合は依然として高い傾向であり、また、新型コロナウイルス感染
症の感染急拡大に伴い、教職員の勤務環境が通常と異なる状況が
継続していることから、更なる精神疾患の未然防止と休職者の減
少を図るため、管理職と教職員一人一人がメンタルヘルスについ
て理解を深め、意識をより一層向上させることが必要

【C】

(3)健康管理の充実

【P】

①精神疾患の未然防止、早期発見、早期対応に向け、メンタルヘ
ルスに関する啓発資料の配布やヘルスアップセミナー、メンタル
ヘルスセミナーなどの取組を実施

①・道内の公立学校共済組合員に対し、メンタルヘルスに関する
　啓発資料を配布
　・ヘルスアップセミナーの実施（職場等研修会への専門家派遣）
　　（13会場、参加人数447人）
　・メンタルヘルスセミナーの実施
　　（オンデマンドにより実施、再生回数206回）
　○メンタルヘルス計画に基づき、年１回の管理職研修を実施
　　（全管内の管理職を対象にオンデマンドにより実施）
  ○新型コロナウイルス感染症の対応策として、ストレスの気づ
　きや対処方法、ストレス予防のポイントなどに関するオンデマ
　ンド研修を実施（全管内の教職員を対象に配信）
　・道立学校においてストレスチェック制度を実施
　　（道立高等学校194校、特別支援学校65校）

【D】
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